
 BALL TEST DATA  
【セールス資料】 
BALL NAME： “ DNA”                                      2023 年１月 20 日 
COLOR： RED/BLACK/VIOLET 
COVER STOCK：EXO TM SOLID REACTIVE                   レイアウト例 
RG：2.47(LOW-MED/15P) ⊿RG：0.053 (MID/15P)          DNA          INFINT PHYSIX  
FACTORYFINISH：2000GritABRALON    
TRACKFLAREPOTENTIAL：6＋(HIGH)               4１/8            41/8 
BACK END：19.0（1－20）MAX LENGTH：16（1-20）                    AP                   AP 
 LONG                                              CG                  CG 

  I  MEDIUM                                                                      
  L  SHORT                        MB33/4            MB33/4  
               Light   Medium  Heavy    PSA 2            PSA 2  
          適正レーンコンディショングラフ                 CA55 度          CA55 度 
   【MEDIUM  OIL 編】                  ﾌﾚｱｰ幅 最大 6 1/4・間隔 1/8  最大 61/2・間隔 1/8 
 
  50Unit OVER             40Unit Over 
                                               20Unit             
   
   
   
 
0F                       15F                   27F          38F      45F 
  比較品ライン             DNA                     INFINIT PHYSIX         
        
 【製品比較表】 
 曲がり度 1  2   3  4  5   曲がり方 ｱｰｸ 1  2 3  4  5 ｼｬｰﾌﾟ  SUPER COILCORE 

スキッド １ 2  3  4  5  ｵｲﾙの強  1  2  3   4  5   

ﾋﾟﾝｱｸｼｮﾝ 1  2  3  4  5     テスト品 ○  比較品  
＊上記の数字は、1 側が少ない(短い・弱い) 5 側が強い(大きい・長い)  

 【ボール総合評価】 
    新開発 EXO 素材はレーン全体的に摩擦力を維持したまま継続性がある新しい開発コンセプトに 
    しています。内蔵されているﾊﾟﾜｰｺｲﾙｺｱ（新開発）も中央部分に巻いたﾊﾟﾜｰｺｲﾙがドリル後も RG 
  数値以上に中間性を維持するので転がり感が継続性のあるボールです。 
  【ここがポイント】 

今回久しぶりに“オイルに強さ”を感じられるボールで、RG2.47 の数値以上に低慣性 
のイメージが有ります。レーン中盤からバックエンドにかけての継続性のある回転維持 
は非常に強く、新開発された EXO 素材も手前からガンガン噛むと言うよりは中盤から 
のオイル上での摩擦が強く感じました。特にこれだけ転がりながらインサイドからの投 
球でもストロングアーク状の曲がりが最後まで 7 番ピン方向を向くのは非常に新鮮な感 

  覚になる印象でしたね。当然これだけコアが強く立ち上がればピンアクションへの破壊力は抜群で 
  したね。今回は SOLID 素材なので軌道は非常に安定感は感じられます。また手前もそれ程行かない 
  印象はなかったので全体的にバランスの取れた製品ですね。曲げたい方には是非お勧めします。  
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